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　　　第 12回 
種子島カップ ヨットレース

　

第
12
回
種
子
島
カ
ッ
プ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
山
川
沖
を
目
指
し
、
15
艇
（
約
１
１
２
人
）
の
ヨ
ッ
ト
が
美
浜
海
岸
沖
を

出
発
。
快
晴
と
な
っ
た
こ
の
日
、
ヨ
ッ
ト
を
進
め
る
に
し
て
は
風
が
弱
く
、
ス
タ
ー

ト
付
近
で
停
滞
す
る
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
な
ん
と
か
全
艇
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
も
の
の
、
ゴ
ー
ル
へ
到
達
す
る
艇
が
出
ず
、
ノ
ー
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
、種
子
島
ヨ
ッ
ト
ま
つ
り
を
開
催
。
火
縄
銃
の
試
射
で
幕
を
開
け
、ス
テ
ー

ジ
で
は
鉄
砲
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
琉
球
太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
は
、「
宇
宿

た
っ
こ
ん
飯
」、「
枕
崎
鰹
船
人
め
し
」、「
種
子
島
ロ
ケ
ッ
ト
串
」
な
ど
の
屋
台
が
並
び
、

来
場
者
の
お
腹
を
満
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
市
制
施
行
60
周
年
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
大
会
開
始
か
ら
12

回
連
続
で
出
場
し
て
い
る
２
艇
に
記
念
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
中
国
か
ら
約
20
名
の
方
が
ヨ
ッ
ト
で
来
島
し
、
参
加
者
の
方
々
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
、
海
が
繋
ぐ
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
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2 人乗りヨット

　

レ
ー
ス
の
前
後
に
は
、
４
つ
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

　

浦
田
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
た
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
に
は
、
16
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
か
ら

漕
ぎ
方
を
教
わ
り
、
楽
し
そ
う
に
パ
ド

ル
を
漕
ぐ
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

対
象
年
齢
の
関
係
で
体
験
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
子
は
、
海
水
浴
を
楽
し
み
、

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

【60 周年記念賞】…
Moment（鹿児島市）
CONDITION ONE（霧島市）

【友好杯】…
CRUX‐Ⅵ（長島町）

【遠来賞】…
ル・ラゴン（大阪府吹田市）

連続 12 回出場の 2艇が受賞 !!

ヨットレースを開催している三島村からの友好杯
第 12 回大会ということでエントリー№ 12 の艇へ

参加艇の中で 1番遠方からの参加艇が受賞

▲美浜海岸沖をスタートしたヨット

▲中国からの参加者 ▲ 2艇が 60 周年記念賞を受賞

サブイベントも盛り上がりました！

シーカヤック

海水浴も楽しみました



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

今
年
は
大
人
数
で
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
（
国
上
小
）

４４４４４
23

　

浦
田
海
水
浴
場
の
海
開
き
が
行
わ

れ
、
国
上
小
２
〜
６
年
生
の
児
童
28
名

が
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
、６
年
生
で
の
初
泳
ぎ
で

し
た
が
、
今
年
は
２
〜
４
年
生
も
加
わ

り
大
人
数
に
。
元
気
に
泳
い
だ
り
、
水

を
掛
け
合
っ
た
り
し
て
、
今
年
初
め
て

の
海
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

児
童
は
、「
ま
だ
水
は
冷
た
か
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
」、「
今
年
は
10
回
く
ら

い
は
来
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
９
月
10
日
ま
で
海
水
浴
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
新
任
・
転
入
教
職
員
宣
誓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

市
新
任
・
転
入
教
職
員
宣
誓
式
が
、

市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
新
た
に
52
名
の
教
職
員
が
西
之
表

市
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

式
中
で
は
、
教
諭
を
代
表
し
て
松
元

智
規
さ
ん
（
榕
城
小
）
と
、
事
務
職
員

を
代
表
し
て
木
佐
木
美
幸
さ
ん
（
種
子

島
中
）
が
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
書
を
読
み
上

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
木
勝
憲
校
長
（
榕
城
小
）

が
「
チ
ー
ム
学
校
と
し
て
連
携
し
、
市

教
育
の
充
実
を
目
指
す
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

４４４
13

宣誓書を読み上げる松元智規さん（中央）

44444
20
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
！
（
安
納
小
）

　

安
納
小
５
、６
年
生
の
児
童
10
名
が

学
校
敷
地
内
の
畑
（
よ
ら
い
き
学
習
農

園
）
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
苗
の
植
え
付

け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
苗
は
黒
海
道

（
黒
砂
糖
を
作
る
品
種
）。
出
前
授
業
で

訪
れ
た
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
の
職
員
の
方
々

か
ら
説
明
を
受
け
、
苗
を
植
え
、
マ
ル

チ
を
張
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

鍬
の
使
い
方
や
マ
ル
チ
の
張
り
方
を

教
え
合
う
姿
も
見
ら
れ
、
児
童
は
、「
責

任
を
持
っ
て
、
育
て
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
話
し
ま
し
た
。

４４４４
13
泥
ん
こ
に
な
っ
て
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
！
（
国
上
小
）

　

国
上
小
の
児
童
34
名
が
学
校
近
く
の

学
習
田
で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
え
方
の
説
明
を
受
け
た
後
、
田
ん
ぼ

に
入
り
、一
列
に
並
ん
で
、い
ざ
ス
タ
ー
ト
。

　

こ
の
日
は
気
持
ち
の
良
い
晴
天
で
、

児
童
は
手
足
に
触
れ
る
田
ん
ぼ
の
感
触

を
楽
し
み
な
が
ら
、
丁
寧
に
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
、「
泥
ん
こ
に
な
っ
て
楽
し

い
、
ま
た
田
ん
ぼ
に
入
り
た
い
」、「
８

月
の
収
穫
が
楽
し
み
」
と
、
は
し
ゃ
い

だ
表
情
で
話
し
ま
し
た
。



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

444
26

今
年
も
甲
女
川
に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た

　

今
年
も
こ
い
の
ぼ
り
が
甲
女
川
に
掲

揚
さ
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
日
は
心
地
良
い
風
が
吹
い
て
お

り
、
24
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
気
持
ち
良

さ
そ
う
に
空
を
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
川
茂
男
さ
ん
（
武
部
）、
他

か
ら
こ
い
の
ぼ
り
を
寄
附
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
こ
い
の
ぼ
り

は
来
年
掲
揚
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

寄
附
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

不
用
と
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

444
29
種
子
島
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が

　
　
　
　
　

ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
を
実
施
！

　

種
子
島
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
26

名
（
高
校
生
以
上
）
が
、
わ
か
さ
公
園

か
ら
市
民
体
育
館
、
赤
尾
木
橋
ま
で
の

道
の
り
で
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
（
道
路
清

掃
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
校
３
年
生
の
メ
ン
バ
ー

10
名
が
提
案
し
た
も
の
で
、
名
越
彩あ
か
り璃

さ
ん
（
種
子
島
高
校
３
年
）
は
、「
人
や

車
も
多
く
通
る
道
路
な
の
で
、
き
れ
い

に
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

作
業
後
に
は
道
路
が
と
て
も
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

～

555
11

今
年
も
大
盛
況
!!
第
25
回
こ
ど
も
ま
つ
り

５５５５５
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市
商
工
会
青
年
部
主
催
の
種
子
島
鉄
砲
村
こ
ど
も
ま
つ
り
が
、
赤
尾
木
の
湯
前
か

ら
サ
ン
カ
ラ
前
ま
で
の
通
り
（
歩
行
者
天
国
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
警
察
・
消
防
・
高
所
作
業
車
の
試
乗
体
験
、
火
縄
銃
兵
衛
と
の
ボ
ー

リ
ン
グ
対
決
や
、
ま
ち
な
か
ら
く
が
き
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
「
さ
ん
り
ん
し
ゃ
競
争
」
に
は
、
小
学
６
年
生
以
下
の
子
ど

も
た
ち
が
多
数
参
加
。
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
ペ
ダ
ル
を
漕
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
ま
つ
り
で
は
、
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
、「
餅
ま
き
＆
お
菓
子

ま
き
」
を
午
前
、
午
後
の
２
回
開
催
。
餅
や
お
菓
子
が
ま
か
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
前
に

は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、「
こ
っ
ち
に
も
！
」
と
元
気
良
く
手
を
伸
ば

し
て
い
ま
し
た
。

わかさ公園前道路の清掃作業の様子

火
縄
銃
兵
衛
と

ボ
ウ
リ
ン
グ
対
決

▲

さ
ん
り
ん
し
ゃ
競
争

▲

市
制
施
行
60
周
年
記
念

餅
ま
き
＆
お
菓
子
ま
き

▲



【材料】（4人分）
米　　　　　　　　　………　2合
ニガダケ　　　　　　………　150 ｇ
生しいたけ　　　　　………　30 ｇ
薄揚げ　　　　　　　………　30 ｇ
グリーンピース　　　………　50 ｇ
醤油　　　　　　　　………　大さじ 2弱
酒　　　　　　　　　………　大さじ 1
みりん　　　　　　　………　大さじ 1/2

【作り方】
①　米をといで水加減をしておく。
②　下ゆでしたニガダケ、生しいたけ、薄揚げを
　食べやすい大きさに切る。（ニガダケは下ゆでし
　なくてもおいしく食べられます）
③　①に②と Aの調味料を加え、炊飯器で炊く。
④　炊きあがったら十分蒸らし、全体を混ぜ合わせ、
　器に盛り、ゆでたグリーンピースを飾る。

第 133弾 ニガダケの炊き込みご飯
春の炊き込みご飯★

種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　電話 24-3233

A

　

西
之
表
市
住
吉
と
中
種
子
町
星
原
の
両
校
区
に
よ
る
第
87
回
仲
良
し
相
撲

大
会
が
５
月
12
日
、
星
原
小
学
校
（　

木
美
知
代
校
長
）
相
撲
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
児
童
数
は
住
吉
小
学
校
（
川
﨑
公
代
校
長
）
35
人
、
星
原
小
16
人
。

開
催
地
は
毎
年
交
互
に
開
く
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
事
や
審
判
団
を
保
護
者
ら
が
務
め
ま
す
。
取
組
は
中
学
年
、
低
学
年
、

高
学
年
の
順
に
、
男
女
別
で
３
回
勝
負
や
３
人
抜
き
が
続
き
、
最
後
の
優
勝

旗
争
奪
戦
（
７
番
勝
負
）
は
星
原
小
が
４
勝
３
敗
で
優
勝
し
、
昨
年
の
雪
辱

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

土
俵
を
盛
り
上
げ
る
の
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
に
よ
る
場
内
放
送
で
す
。
呼
び
出
し

の
声
で
選
手
が
登
場
す
る
と
、
形
之
山
、

深
川
（
い
ず
れ
も
住
吉
）
や
浜
津
脇
、
牧

川
（
同
星
原
）
と
い
う
集
落
名
と
氏
名
に

「
郵
便
局
長
の
娘
さ
ん
で
す
」
な
ど
の
解
説

も
加
わ
り
ま
す
。
大
声
援
の
中
で
対
戦
が

終
わ
る
と
、
方
言
を
交
え
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
寸
評
が
場
内
を
沸
か
せ
ま
す
。

　
「
今
日
、
△
△
ス
ト
ア
は
半
額
で
す
」

　
「
物
言
い
（
審
判
）
は
、
〇
〇
く
ん
の
お

父
さ
ん
で
す
」

　

閉
会
式
で
優
勝
旗
授
与
、
記
念
品
交
換
の
後
、
両
校
の
児
童
代
表
が
言
葉

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
「
き
ょ
う
は
楽
し
か
っ
た
で
す
」

　
「
来
年
は
私
た
ち
が
お
世
話
し
ま
す
」

　

終
了
後
、
児
童
た
ち
は
体
育
館
で
交
流
会
。
大
人
た
ち
は
浜
津
脇
漁
民
セ

ン
タ
ー
で
懇
親
会
が
あ
り
、
地
元
の
海
で
獲
れ
た
魚
な
ど
の
料
理
を
囲
ん
で
、

夜
ま
で
歓
談
が
続
き
ま
し
た
。

　

年
々
児
童
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
、
星
原
小
は
児
童
が
女
子
だ
け
に
な
っ

た
年
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
１
年
生
が
４
人
、
２
年
生
が
５
人
と
な
り
、
単

式
学
級
を
編
成
し
ま
し
た
。
市
町
境
に
隣
り
合
う
両
校
区
の
交
流
が
末
永
く

続
く
よ
う
願
い
ま
す
。

柱が新調された星原小相撲場



特
定
健
診
を
実
施
し
ま
す

〜
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

　

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
！
〜

　

5
月
中
旬
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
対
象
者
の
方
へ
、
受
診
券

を
配
布
し
ま
し
た
。

◇
集
団
健
診

【
期
間
】
6
月
9
日
（
土
）
〜
13
日
（
水
）、

　
　
　

7
月
22
日
（
日
）
〜
25
日
（
水
）

【
場
所
】

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

※
が
ん
検
診
と
同
日
受
診
が
で
き
ま

す
。

◇
個
別
健
診

【
期
間
】
6
月
1
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　

平
成
31
年
1
月
31
日
（
木
）

【
場
所
】
市
内
契
約
医
療
機
関
（
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
で
受
診
が
で
き
、

安
心
で
す
）

※
特
定
健
診
を
受
診
す
る
た
め
に
は
受

診
券
が
必
要
で
す
。

※
健
診
当
日
は
食
事
を
と
ら
ず
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
別
健
診
は
事
前
予
約
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
３
１
１
／
３
１
２

第
27
回
関
西
種
子
島
あ
か
お
ぎ
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
７
日
（
土
）
大
阪
・
梅
田
に
て
、

関
西
種
子
島
あ
か
お
ぎ
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
で
27
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
は
、
約
１
３
０
名
の
出
郷
者
の
方

が
集
ま
り
、
総
会
の
後
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

種
子
島
に
つ
い
て
の
思
い
出
話
や
こ
れ

か
ら
の
種
子
島
に
つ
い
て
の
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
本
市
か
ら
も
八

板
市
長
、
永
田
議
長
、
担
当
者
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
新
た
に
約
20
名
の
方
が
、

「
種
子
島
ふ
る
さ
と
応
援
隊
」
に
入
会
い

た
だ
き
ま
し
た
。
関
西
種
子
島
あ
か
お

ぎ
会
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
郷
者
会
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
支
援
課
協
働
推
進
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
４

第
20
回
東
海
西
之
表
会
、

第
21
回
関
東
種
子
島
会
の
ご
案
内

　

東
海
地
区
、
関
東
地
区
の
出
郷
者
会
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
か
ら
も
行
政
・
議
会
関

係
者
が
参
加
し
、
意
見
交
換
や
交
流
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、

市
地
域
支
援
課
（
種
子
島
ふ
る
さ
と
応
援
隊

事
務
局
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
第
20
回
東
海
西
之
表
会

【
日
時
】
７
月
１
日
（
日
）

　
　
　

  

午
前
11
時
受
付
開
始

【
場
所
】
ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
名
古
屋
市
中
区
錦
３
丁
目
11
‐
13
）

【
電
話
】
０
５
２
‐
９
５
７
‐
１
０
２
２

【
会
費
】
７
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

０
９
０
‐
６
７
６
９
‐
５
０
０
１

　
（
事
務
局
：
榎
元
文
雄 

様
）

〇
第
21
回
関
東
種
子
島
会

【
日
時
】
７
月
７
日
（
土
）

　
　
　

  

午
前
11
時
受
付
開
始
、
正
午
開
会

【
場
所
】
東
海
大
学
校
友
会
館
（
東
京
都
千
代

田
区
霞
が
関
３
‐
２
‐
５
霞
が
関
ビ
ル
35
階
）

【
電
話
】
０
３
‐
３
５
８
１
‐
０
１
２
１

【
会
費
】
男
性
９
０
０
０
円

　
　
　

  

女
性
６
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

０
３
‐
３
８
３
１
‐
４
０
３
０

　
（
事
務
局
：
株
式
会
社
タ
カ
ラ
ニ
コ
ー
内
）

新
し
い
集
落
支
援
員
を

　

委
嘱
し
ま
し
た（
安
城
）

　

４
月
16
日
（
月
）
に
、
集
落
支
援
員

へ
の
委
嘱
状
交
付
が
市
役
所
で
行
わ

れ
、
川
畑
美
和
子
さ
ん
（
安
城
）
が
、

新
た
に
安
城
校
区
の
集
落
支
援
員
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

集
落
支
援
員
は
、
地
域
の
実
情
に
詳

し
い
人
材
で
、
集
落
対
策
の
推
進
に
関

し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見
を
有
し
た
方
に

市
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

主
に
、集
落
へ
の
「
目
配
り
」
と
し
て
、

集
落
の
状
況
把
握
、
集
落
点
検
の
実
施
、

住
民
と
住
民
、
住
民
と
市
の
間
で
の
話

し
合
い
の
促
進
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
地
域
支
援
課

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
５



　市では、大野崎墓地の永代使用権（注 1）の公募抽選会を、次のとおり実施します。以下をご理解いた
だき、抽選会に参加してください。
（注 1）永代使用権とは、土地所有者 ( 西之表市 ) との契約により墓地として代々使用できる権利です。
【公募抽選区画】全 22 区画
※当選者は抽選会場で、抽選結果順位の上位順に使用区画を指定することになるため、事前に現地の下
見をお願いします。（現地には駐車場がありませんので、ご注意ください。）
【抽選会の日時】６月 28 日（木）10 時受付開始
※ 10 時 30 分以降は会場への入室はできません（10 時 30 分から抽選会終了まで出入口を施錠します）。
余裕をもって会場にお越しください。
　10 時 30 分の施錠までに、会場に入室したすべての方の受付が終了次第、抽選を開始します。
【抽選会の会場】市役所２階入札室
【抽選会に持参するもの】①印鑑（認印可）、②委任状（抽選会に代理人が参加する場合のみ必要）
※受付時に①と②がない場合は、抽選会に参加できません。
【その他注意事項】
※①西之表市内に住所を有していること、②市税に滞納がないこと、③大野崎墓地・中央墓園墓地に永
代使用権を保有していないこと、④当選した場合は当選日から５年以内に納骨堂等を建立することを許
可条件としますので、当日、誓約書に署名、押印をしていただきます。
　また、当選後、本市の住民票及び市税完納証明書（いずれも市民生活課発行）の提出が必要です。
※抽選会当日、申込者の都合が悪い場合は代理人の参加を認めますが、委任状を提出してください。　
委任状については、任意様式で構いませんが、市民生活課にも備えつけていますので、必要な方は事前
にお受け取りください。
※永代使用権料（１㎡あたり 9,800 円）を平成 30 年７月９日（月）までに納付書で入金してください。
期日までの入金がない場合は、辞退したものとみなし、次点者にその権利が移ります。
※今回の区画は、１. ５ｍ ×２ｍ（３㎡） の大きさが 11 区画、２ｍ×３ｍ（６㎡）の大きさが 11 区画です。
※当選日から５年以内に納骨堂等を建立しない場合、許可を取り消すことがあります（西之表市営墓地
の設置及び管理に関する条例）。

■問い合わせ先
　市役所市民生活課環境安全係
　℡２２- １１１１内線３０４



　長期振興計画とは、市の総合的な振興と発展を目的に、市
政全般にわたって総合的かつ計画的なまちづくりを進めるた
めの指針として策定されるものです。

［西之表市の将来像］

人・自然・文化－島の宝が育つまち
　四季折々の自然がもたらす豊かな恵み、人情の温かさや人と人とのつながり、先人たちから受け継がれてきた貴重
な歴史・文化など、わたしたちが暮らすこの島には、心を潤し満たしてくれるたくさんの宝があります。
　誰もが、「ここに住んで良かった」「これからも住み続けたい」と思えるように、わたしたちはこの貴重な「宝」に感謝し、
「宝」を生かして地域の魅力に磨きをかけ、人と人との支え合いの力でもっともっと成長するまちを目指します。

◆人口減少・年齢構造の不均衡・高齢化の進展　
⇒若い世代の島外流出、過疎化、高齢化
◆地域力の減退　
⇒地域活動の担い手不足、コミュニティ意識の希薄化
◆担い手不足
　⇒産業の担い手不足、後継者不足、労働力の減少

　本計画期間においては、「西之表市人口ビジョン」
に基づき、全国でも高水準にある合計特殊出生率の
維持及び若年層や子育て世代の流入を生み出し、急
激な人口減少に歯止めをかけるまちづくりを展開す
ることにより、

2025 年の目標人口を14,080 人　とします。

◆豊かな自然との共生・共存を図り、種子島らしい景観を大切に守りながら、子どもから高齢者まで、みんな
が安心して生活できるまちづくりを進めます。
◆それぞれの地域の力を最大限引き出し、ともに支え合いながら住み良いまちを目指し、本市での生活が幸せ
なものとなるように取り組んでいきます。

◆農業、林業、水産業の第一次産業及び商工業の振興を図るとともに、さまざまな機関とも連携して安定的な
雇用と労働力を確保しつつ、新しい雇用の創出や多様な働き方を支える仕組みについても検討していきます。

◆家庭や学校、地域、行政が相互に連携して切れ目のない支援を行い、生きる知恵と豊かな心、たくましく生
き抜く力を備えた子どもを育てます。
◆すべての世代が健康で、住み慣れた地域のなかで、自分らしくいきいきと活躍できるまちを目指し、地域と
社会に貢献できる人を育てていきます。

平成 30（2018）年度－ 2025 年度

第 6次
西之表市
長期振興計画策定

市の主要課題 人口の将来展望

基本構想－各分野のめざすまちのすがた
■くらし分野■　地域の力で安心・安全な「まち」をつくり、「くらし」を支える

■しごと分野■　地域の資源を生かした魅力ある「なりわい」で、豊かな「まち」をつくる

■ひと分野■　生涯にわたり健康で、いきいきと輝く「ひと」が育ち、互いに支え合う「まち」をつくる

◆市民の声をしっかりと聴き、市役所が行っていることや市民が主体的に取り組むことについて、情報を発信
しながら、市民とともに考え、行動するまちを目指します。
◆財政の健全化と計画的で効率的な行政運営に取り組みながら、市民サービスの低下を招くことがないよう、
公平公正で信頼される、質の高い行政運営に努めます。

■ぎょうせい分野■　ともに「まち」をつくる　（行政力の向上）



歳出 【単位：億円】 歳入 【単位：億円】

一般会計【歳入・歳出の内訳】

一般会計予算額
102 億 200 万円（前年度比 2.8％増）
特別会計予算額
46 億 3,179 万 6,000 円（前年度比 14.2％減）

歳入予算の主な増減主な実施事業
くらし
分野

しごと
分野

…農林水産物の本土への出荷、生産資
材の移入にかかる輸送コストの軽減を
図る事業や、雇用機会の拡大を図るた
め事業資金の一部を補助する事業など。

ひと
分野

…第 2子以降の給食費を補助する事業
や、市営球場・市営プールの改修を実
施する事業など。

ぎょうせい
分野

…市へふるさと納税を行った個人に対
して記念品を贈呈する事業や、市制施行
60 周年記念事業など。

市税 …個人市民税・固定資産税・軽自動車
税、それぞれで伸びており、総額 0.4
億円の増額。

県
支出金

…航路・航空路運賃低廉化事業などに
より対前年比 0.6 億円の増額。

市債 …西之表斎苑施設整備事業や高規格救
急自動車購入事業の完了などで対前年
比 0.9 億円の減額。

民生費
33.2
32.5％

総務費
18.1
17.8％

公債費
11.5
11.3％

教育費
7.7　7.6％

衛生費
8.8　8.6％

農林水産業費
8.0　7.9％

土木費
6.8　6.6％

消防費
4.2　4.1％

その他
3.7　3.6％

　平成 30年度予算

地方交付税
40.7
39.9％

市税
14.2
14.0％

国庫支出金
14.8
14.6％

県支出金
9.5　9.3％

市債
7.5　7.3％

その他
15.3
14.9％

…市営住宅（桜が丘）の改修、長寿命
化を図る事業や、航路・航空路におけ
る運賃の低廉化を図る事業など。

　上の円グラフは、平成 30 年度歳入の状況を示
しています。地方交付税、国庫支出金、県支出金、
市債などの依存財源が 70％以上を占めていること
がわかります。

　第 6次長期振興計画では、市の将来像として「人・自然・文化‐島の宝が育つまち」を掲げています。
平成 30 年度は、計画初年度として、八板市政の初めての年間予算となることから、第 6次長期振興計
画の策定過程において把握された市民意見や第 5次長期振興計画の振り返りを十分に踏まえながら、そ
の歩みを着実に前進させていかなければなりません。具体的には、本市の主要課題である「人口減少、
年齢構造の不均衡、高齢化の進展・地域力の減退・担い手不足」の解決に向けて、くらし分野・しごと
分野・ひと分野・ぎょうせい分野の 4つの分野において、各施策、事業を着実に推進し、基本計画の更
なる実効性の向上につなげていきます。



校区行政連絡員
校区 集　落 氏 名 電　話 班数 世帯数 校区 集　落 氏 名 電　話 班数 世帯数
榕城 松 畠 小倉　隆久 090-3197-4312 340 3,842 現和 西 俣 西田　義和 25-0757 71 622
上西 横 山 塩 﨑  義 政 23-2318 25 254 安城 川 脇 古 田  嗣 男 23-7415 20 162
下西 塰 泊 野平　道実 090-4516-7613 89 980 立山 未決定 未 決 定 ― 11 56
国上 桜 園 長倉　義秋 090-8395-9886 56 540 中割 十六番 奈尾　正友 090-5920-7662 5 57
伊関 浜 脇 古 田  新 一 28-1907 23 210 古田 番屋峯 窪田　良二 090-4996-7636 27 195
安納 峯 栗島　輝文 090-4588-7674 25 220 住吉 浜之町 押川　優幸 080-6400-0862 58 434

行政連絡員
校区 集　落 氏 名 電　話 班数 世帯数 校区 集　落 氏 名 電　話 班数 世帯数

榕城

（26）

西 町 濱田　雅昭 090-4512-1116 14 161
伊関

（4）

柳 原 田畑　光秀 28-0895 5 57
東 町 内田　順子 23-1106 17 143 浜 脇 鎌倉　隆幸 28-0498 5 40
洲之崎 中島　明信 090-9596-3127 12 160 伊 関 池亀　和郎 28-0839 4 23
池 田 錨　　幸雄 090-4991-0660 5 54 沖ケ浜田 沖田　清成 28-0297 9 90
天神町 吉永　直光 22-1006 4 65

安納

（4）

軍 場 榎本　茂樹 25-1024 7 65
田屋敷 羽生　純二 090-9497-6452 3 33 大 平 鎌田　孝男 080-1703-9969 5 55
鴨女町 今鞍　隆志 090-3602-1087 20 320 峯 中園　宗義 25-1171 6 45
野 首 中村　章二 090-1870-0480 35 300 下 郷 日高　仙三 25-0736 7 55
松 畠 牧内　義勝 090-3195-3540 65 623

現和

（9）

庄司浦 折口　好喜 25-0564 12 111
中 西 森元　幹芳 090-4989-6728 10 160 田之脇 大田　勝　 25-0309 6 62
中 目 山内　光典 090-7922-5150 26 395 浅 川 濵添　一郎 25-0353 12 72
小 牧 笹川　義夫 090-4584-6098 14 160 上之町 折口　三吉 25-0650 7 65
納 曽 上妻　茂美 22-0924 10 114 下之町 西門　誠　 090-1349-7638 7 62
中 野 牧　　一成 23-2223 6 85 武 部 西川　富剛 25-0172 11 110
城 岸本　光　 23-3533 10 111 西 俣 佐藤　哲夫 25-1456 7 70

小牧野 田上　直能 22-0532 5 55 川 氏 迫田　信男 25-0446 5 31
竹 鶴 川口　勇二 090-5088-4467 1 10 近 政 長野　出男 25-0723 4 39
今年川 森　　友康 23-3162 4 30

安城

（6）

平 山 丸田　光博 25-0772 4 30
桃 園 江口　洋文 090-8407-0277 5 32 平 園 入鹿山　君徳 25-0957 1 4
岳之田 今村　義行 23-3468 6 48 上之町 長濱　昭一 090-1510-0690 3 32
平 田 坂元　道明 090-8661-7732 3 20 下之町 長野　実孝 23-7181 6 53
牧之峯 赤間　孝志 090-1554-6970 5 16 川 脇 川原　敏文 090-8763-6700 1 8
本 立 清水　浩幸 080-1779-0267 5 65 大 野 山口　三雄 23-7141 5 35
上之原町 串間　静夫 23-1353 17 267

立山

（6）

芦 野 青山　洋信 24-0177 2 8
美浜町 西　　統一 090-5025-1454 30 325 御 牧 宮野　幸二 23-7071 2 8
朝日が丘 錨　　孝文 090-2587-6612 12 90 立 山 鮫嶋　新吉 090-1071-8189 4 25

上西

（6）

池之久保 脇田　峰生 23-2183 4 54 野 木 宮田　和己 090-8832-8206 2 10
枦之峯 長野　一廣 23-4771 2 20 植 松 馬場　たづ子 23-7102 1 5
横 山 長野　貞美 23-2840 6 64 高 山 未 決 定 ー ― ―
大花里 花田　典幸 23-2161 4 30

中割

（4）

千段峯 横山　武志 23-7005 1 3
花里崎 秋山　一弘 22-0074 4 30 生姜山 田仲　レイ子 23-8445 1 19
大 崎 栁川　正幸 23-3294 5 56 十六番 松岡　希　 23-8979 2 25

下西

（7）

川 迎 平瀬　和博 090-9593-8064 18 240 万 波 村山　千代子 090-4997-8865 1 10
池 野 桑山　清一郎 090-8418-5571 16 190

古田

（7）

十三番 大里　千代子 090-1340-1583 2 11
塰 泊 田中　邦男 090-4983-3801 20 215 二本松 山下　かおり 080-6422-4384 5 18
上石寺 牧瀬　純雄 090-7166-4013 16 170 村之町 馬場　真二 090-2711-3044 6 46
下石寺 寺野　広志 090-4343-6533 8 60 中之町 松田　弘人 090-9565-4641 5 47
鞍 勇 中野　鉄二 080-1763-2192 4 49 上之町 山之内　一信 090-4993-4019 4 36
若 宮 川畑　敏徳 080-8576-1445 7 56 番屋峯 松下　栄市 23-8477 2 29

国上

（10）

桜 園 南　文次郎 090-1660-1738 7 67 平 松 横川　三好 080-8556-1083 3 8
白 石 髙石　文藏 080-1774-5266 3 15

住吉

（8）

深 川 田上　幸二 23-8059 9 68
野木平 福元　謙二 28-0779 7 75 里之町 深田　直徳 23-8924 6 40
中 目 連城　直重 090-9488-4960 10 125 中之町 小路口　勇 23-8938 5 50
奥 春山　和敏 090-2583-7420 3 16 浜之町 山下　千里 23-8352 7 70

久保田 宮下　富士夫 28-0505 4 35 形之山 遠藤　芳和 23-8171 4 30
浦 田 岩松　唯美 090-6770-8476 6 55 上能野 田添　勉　 090-4581-4384 12 88
湊 大河　春喜 090-7455-0071 6 80 下能野 能塩　みよ子 23-3594 7 40

上古田 石川　君男 080-7596-7511 1 6 能野里 椎木　雄二 090-9569-2551 8 48
寺之門 落合　正章 090-4992-3535 9 66 合　　　　　計 754 7,572

平成 30 年度　校区行政連絡委員・行政連絡員名簿



梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
も
梅
雨
・
台
風
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
防
災
対
策
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。
人
命
や
家
屋
、
農
作
物
な
ど
に

も
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
梅
雨
・
台
風

に
は
、
十
分
な
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

《
避
難
場
所
・
危
険
箇
所
の
確
認
》

　

お
住
ま
い
の
場
所
が
、
土
砂
災
害
の

危
険
箇
所
で
な
い
か
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

で
確
認
し
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

家
族
で
話
し
合
い
、
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

《
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
》

　

電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
食
料
な
ど
の
非
常

持
ち
出
し
品
と
、
非
常
時
の
連
絡
手
段

に
な
る
携
帯
電
話
の
充
電
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
非
常
持
ち
出
し
品
は
、
ご

自
宅
に
あ
る
使
っ
て
い
な
い
物
で
ま
ず

は
揃
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
停
電
対
策
》

　

落
雷
や
電
線
が
切
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
停
電
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
電
灯
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に
使
う
乾
電

池
や
調
理
用
の
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
非

常
食
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

《
側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
の
点
検
》

　

側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
に
詰
ま
り
が
あ

る
と
、
少
し
の
雨
で
も
あ
ふ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
泥
や
落
ち
葉
が
詰
ま
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
掃
除
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

《
避
難
す
る
際
は
要
配
慮
者
を
支
え
て
》

　

避
難
勧
告
等
が
あ
っ
た
ら
、
火
の
始

末
と
戸
締
り
を
し
、
誘
導
者
の
指
示
に

従
っ
て
、
集
団
で
落
ち
着
い
て
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
病
人
、
乳
幼
児
、
高

齢
者
な
ど
が
い
る
場
合
に
は
、
自
主
的

に
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
の
際
は
、
ひ
も
で
し
め
ら
れ
る

運
動
靴
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
な
る
べ
く
着

用
し
、
切
れ
た
電
線
や
側
溝
な
ど
に
注

意
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

《
防
災
行
政
無
線
》

　

防
災
行
政
無
線
は
、
警
報
発
令
な
ど

の
気
象
情
報
や
災
害
警
戒
情
報
の
お
知

ら
せ
を
行
い
ま
す
。
避
難
勧
告
な
ど
の

防
災
上
重
要
な
放
送
の
場
合
、「
緊
急

放
送
」
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
停
電
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

１
年
に
１
度
、
受
信
機
の
乾
電
池
交
換

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
防
災
消
防
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
６

【 市内緊急避難場所】

避難場所 行政区
1 市民体育館 鴨女町

2 老人福祉センター 松畠

3 保健センターすこやか 榕城中目

4 上西区長事務所 大花里

5 下西校区公民館 川迎

6 国上中央公民館 国上中目

７ 伊関本村公民館 伊関

８ 安納小学校 大平

９ 現和区長事務所 現和下之町

10 安城下之町公民館 安城下之町

11 立山公民館 立山

12 古田中央公民館 村之町

13 生姜山公民館 生姜山

14 住吉中央公民館 住吉中之町
※上記避難場所は、災害状況等によって変更

となる場合があります。災害時には防災行政

無線等で再度ご確認ください。

Facebook を見てください！
防災　種子島にしのおもて 検索

防災関連情報を提供しています。

【 避難に関する情報について】

情報の種類 発令時の状況 住民に求める行動

自主避難 ・災害の危険が迫っていると自ら判断した場合
・市の指定避難所に自主的に避難される場合は、あらかじめ市
役所（総務課、福祉事務所）℡ 22-1111 にご連絡ください。
・避難中の食事や生活必需品は、各自で準備してください。

避難準備・
高齢者等
避難開始

・災害による人的被害の発生する可能性が高まっ
た状況

・お年寄り、子ども、障害のある人、病気の人など避難に時間を
要する方は、計画された避難場所への避難を開始してください。
・避難支援者は支援活動を開始してください。

避難勧告
・通常の避難行動ができる者が避難行動を開始
しなければならない段階であり、人的被害の発
生する可能性が明らかに高まった状況

・通常の避難行動ができるものは、計画された避難場所等への
避難行動を開始してください。

避難指示
（緊急）

・前兆現象の発生や、現在の切迫した状況から、
人的被害の発生する危険性が非常に高いと判断
された状況
・堤防の隣接地等、地域の特性等から人的被害の
発生する危険性が非常に高いと判断された状況
・人的被害の発生した状況

・避難勧告等の発令後で避難中の住民は、確実な避難行動を直
ちに完了してください。
・未だ避難していない住民は、直ちに避難行動に移るとともに、
その時間がない場合は生命を守る最低限の行動をとってくださ
い。



西
之
表
市
の
台
所
事
情

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
財
産
監
理
課
財
政
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
９
・
２
８
３

　

西
之
表
市
で
は
、
5
月
1
日
付
け
で
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
の
「
西
之
表
市
財
政
事
情
」
を
公
表
し
ま
し
た
。　

こ
れ
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県
の
補
助
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
い
て
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

 　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
最
終
予
算
見
込
額
（
3
月
補
正
後
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
１
億
５
１
８
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
42
億
２
８
９
２
万
円
、
国
県
支
出
金

が
14
億
４
８
４
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
50
・
９
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
財
源
の
多
く
を
占
め
る
市
税
は
、

14
億
２
７
３
６
万
円
で
12
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
も
相
ま
っ
て
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
費
の

増
に
伴
い
、
民
生
費
が
35
億
２
６
７
９
万
円
、
借
入
金
の
返
済
と
し
て

の
公
債
費
が
、
10
億
９
２
７
６
万
円
と
な
り
全
体
の
41
・
４
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

特
色
的
な
普
通
建
設
事
業
と
し
て
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
（
市
道
安
城
平
松
線
・
西
町
上
之
原
線
・
洲
之
崎
９
号
線
３
本
）

７
９
０
０
万
円
、
下
西
小
学
校
校
舎
外
壁
塗
装
改
修
事
業
６
１
０
０
万

円
、
西
之
表
斎
苑
整
備
事
業
と
し
て
４
５
０
０
万
円
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。（
平
成
30
年
度
へ
の
繰
越
事
業
と
し
て
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
設
置
事
業
８
億
２
１
０
５
万
円
を
含
む
）

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財
政

状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の
『
指
標
』
で
あ
る
財
政
力
指
数
・
経
常
収
支

比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と

経
年
変
化
で
着
実
に
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
視
点
を
基
本
と

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
を
進

め
ま
す
。

１　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
最
終
予
算
（
見
込
）
の
状
況

歳入歳出総額　111 億 5,181 万円　3月補正予算後
【歳出】 【歳入】

総務費 
1,855,357
16.6%

民生費 
3,526,786 
31.6%

公債費 
1,092,762 
9.8%教育費 

815,367
7.3%

農林水
産業費 
785,569 
7.1%

衛生費 
933,837
8.4%

その他 
2,142,136
19.2%

農林農林
育育費育育費費

地方交付税
4,228,917
37.9％

国庫支出金
1,448,487
13.0％

市税
1,427,363
12.8%

市債
1,592,421
14.3%

県支出金
954,836
8.5%

繰入金
318,939
2.9%

その他
1,180,851
10.6%00.6.6

２　

平
成
29
年
度
市
税
の
内
訳

　

市
税
の
う
ち
、
一
番
大
き
な

比
重
を
占
め
る
も
の
は
固
定
資

産
税
の
６
億
２
９
３
１
万
円
で
、

次
に
大
き
い
も
の
は
市
民
税
の

６
億
３
２
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

区　分 　決算見込額　
固 定 資 産 税 629,314
市 民 税 603,210
市 た ば こ 税 130,050
軽 自 動 車 税 70,462
都 市 計 画 税 24,363

合　計 1,457,399

【単位：千円】

【単位：千円】 【単位：千円】



３　

市
民
一
人
当
た
り
の
公
債
費
償
還
負
担
額

（
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
）

　

地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算
収
支

を
も
と
に
、
年
度
末
の
人
口
で
除
し

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
３
月
補

正
後
の
予
算
額
で
積
算
し
て
い
ま
す
。 

　

公
債
費
は
、
借
入
金
の
返
済
額

の
こ
と
で
す
。
平
成
29
年
度
は
、

10
億
９
２
７
６
万
円
、
市
民
一
人
当

た
り
の
負
担
額
は
７
万
１
３
１
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
末
の

地
方
債
（
借
入
金
）
残
高
見
込
額
は
、

１
１
０
億
５
８
０
６
万
円
に
な
る
予

定
で
す
。

71,086 71,31068,266
71,899

100000

60000

0
H28 H29H26 【年度】

【円】

H27

４　

市
民
一
人
当
た
り
の
歳
出
額
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
負
担
額
年
度
別
比
較

 【単位：円】

区分 市民 1人に
使われるお金

市民１人当たりが
納める税金

26 年度 629,341 84,778
27 年度 778,627 85,584
28 年度 673,464 89,149
29 年度 727,735 95,106

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お
金
と
納

め
る
税
金
は
、
当
該
年
度
の
地
方
財

政
状
況
調
査
の
決
算
収
支
を
も
と
に
、

年
度
末
の
人
口
で
除
し
て
い
ま
す
。 

　

市
民
一
人
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、

昨
年
同
期
に
比
べ
約
５
万
４
０
０
０

円
の
増
（
約
８
％
）、
納
め
る
税
金
は

約
６
０
０
０
円
の
増
（
約
６
・
７
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
29

年
度
は
、
３
月
補
正
予
算
後
の
予
算

額
に
対
し
て
の
積
算
見
込
み
で
す
。

【単位：千円、％】

区 分 平成 29 年度予算見込額
予算額 歳入執行額 執行率 歳出執行額 執行率

一 般 会 計 11,151,814 9,978,421 89.5 10,157,957 91.1 

特別会計

国 民 健 康 保 険 3,080,483 3,095,477 100.5 2,912,972 94.6 
交通災害共済事業 3,028 2,852 94.2 1,536 50.7 
地 方 卸 売 市 場 551 532 96.6 330 59.9 
介 護 保 険 2,214,070 2,203,710 99.5 2,110,851 95.3 
後期高齢者医療保険 225,548 224,326 99.5 204,752 90.8 

計 5,523,680 5,526,897 100.1 5,230,441 94.7
合 計 16,675,494 15,505,318 93.0 15,388,398 92.3

５　

各
会
計
別
予
算
の

　
　

最
終
予
算
見
込
の
状
況※最終予算見込における予算額は、3月補正予算後時点であり、歳入執行額が予算額を上回る場合があります。

※歳入歳出執行額は、平成 30 年 4月 26 日現在
※歳入歳出の執行については、繰越明許費を含んでいます。

市役所の財政状況を測定する３つの『指標』
①財政基盤の強さを表す『財政力指数』
②財政の柔軟性をみる『経常収支比率』
③財政負担の程度を示す『実質公債費比率』

◎
西
之
表
市
の
財
政
状
況

区 分 25年度 26 年度 27 年度 28 年度 類似団体内平均値
①財政力指数 0.25 0.26 0.26 0.27 0.39
②経常収支比率 93.0 96.3 91.8 94.7 91.0
③実質公債費比率 10.8 8.9 8.7 8.8 10.0

【西之表市の財政状況指標】

　

財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の
指
標
に

つ
い
て
下
表
を
見
て
み
る
と
、
実
質
公
債

費
比
率
を
除
き
、
類
似
団
体
（
人
口
、
産

業
構
造
が
類
似
し
た
団
体
）
の
平
均
値
と

比
べ
差
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

改
善
策
と
し
て
、
市
税
等
徴
収
へ
の
取

組
強
化
や
経
費
節
約
、
借
入
金
の
抑
制
な

ど
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
特
に
借
入
金
等
の
実
質
的

な
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
「
実
質
公
債

費
比
率
」
は
、
経
年
変
化
で
大
き
く
改
善

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高
は
、
借

入
の
抑
制
と
こ
れ
ま
で
の
繰
上
返
済
に
よ

り
平
成
13
年
度
の
約
１
７
５
億
円
を
ピ
ー

ク
に
毎
年
減
少
し
、平
成
29
年
度
末
に
は
、

約
１
１
１
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
貯
金
と
な
る
基
金
残
高
は
、
平

成
19
年
度
に
借
入
金
を
繰
上
返
済
す
る
た

め
に
取
り
崩
し
た
影
響
も
あ
り
４
億
円
程

度
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
度

末
に
は
、
約
29
億
円
程
度
に
な
る
見
込
み

で
す
。　
　

　

今
後
も
な
お
一
層
、
財
政
健
全
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



あ
ん
と
き
ゃ

　
　

こ
わ
ん
じ
ゃ
っ
た

市
制
施
行
60
周
年
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
０
７

婚
姻
届
に
つ
い
て

※
表
記
は
当
時
の
ま
ま

「
昭
和
34
年
4
月
10
日
発
行　

市
報
に
し
の
お
も
て
」
よ
り
抜
粋

平
成
2 9
年
度

西
之
表
市
い
じ
め
防
止

啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

い
じ
め

を し な

い
・
許

さ
ない！

め

な

い
許

さ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
５

　

今
回
は
、《
小
学
生
の
部
（
１
年
〜
４
年
）
入
選
》
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
※
学
年
は
29
年
度

【
１
年
】

ひ
と
り
の
な
い
た
か
お　

か
な
し
い
ね　

ひ
と
り
の
え
が
お
は　

み
ん
な
の
え
が
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
国
上
小　

な
い
と
う  

か
や

わ
た
し
た
ち　

い
じ
わ
る
し
な
い　

な
か
よ
し
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
安
納
小　

え
の
き
ぞ
の  

と
も

み
ん
な
で
さ　

に
こ
に
こ
の
せ
か
い
へ　

レ
ッ
ツ
ゴ
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
上
西
小　

こ
う
づ
ま  

そ
ら

か
た
ち
や
い
ろ　

み
た
め
が
ち
が
っ
て
も　

こ
こ
ろ
は
お
な
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
榕
城
小　

ク
ラ
ン
ツ
ィ
ー  

る
な

【
２
年
】

い
じ
め
は
ね　

人
の
こ
こ
ろ
を　

き
ず
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
安
納
小　

ひ
だ
か  

あ
ん
な

そ
の
こ
と
ば　

だ
れ
か
の
心　

き
ず
つ
け
て
な
い
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
現
和
小　

お
り
ぐ
ち  

そ
う
じ
ろ
う

あ
く
手
し
て　

ぼ
く
と
き
み
と
は　

な
か
ま
だ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
下
西
小　

よ
し
も
と  

こ
て
つ

み
つ
け
よ
う　

と
も
だ
ち
の
き
ら
き
ら　

す
て
き
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
榕
城
小　

い
ち
の
せ  

ゆ
な

【
３
年
】

い
じ
め
っ
子　

ぼ
く
は
ぜ
っ
た
い　

な
り
た
く
な
い
／
古
田
小　

日
髙  

賢
生

と
な
り
の
手　

つ
な
げ
ば
み
ん
な　

わ
に
な
る
よ
／
下
西
小　

福
嶋  

凛
夏

い
じ
め
よ
り　

遊
ん
だ
ほ
う
が　

楽
し
い
よ
／
伊
関
小　

杉  

由
愛

友
だ
ち
は　

た
か
ら
と
同
じ　

大
切
に
／
榕
城
小　

宮
内  

秀
太
朗

【
４
年
】

一
人
ぼ
っ
ち
は　

あ
な
た
も
私
も　

さ
び
し
い
よ
ね
／
現
和
小　

榎
本  

晴

そ
の
言
葉　

相
手
の
気
持
ち　

考
え
て
／
安
城
小　

奥  

隆
一
郎

言
う
前
に　

考
え
て
み
よ
う　

相
手
の
気
持
ち
／
住
吉
小　

濱
上  

和
佳

助
け
よ
う　

そ
の
気
持
ち
を　

勇
気
を
出
し
て
行
動
に
／
上
西
小　

平
原  

龍
之
介

　

今
年
（
１
９
５
９
年
）
は
結
婚
ブ
ー
ム
の
年
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
皇
太
子
と

正
田
美
智
子
さ
ん
の
御
結
婚
に
あ
や
か
り
、
い
ま
ま
で
色
々
な
事
情
で
結
婚
の
時
期

を
延
ば
し
て
い
た
人
達
や
、
少
し
早
い
け
れ
ど
も
こ
の
機
会
に
と
成
人
式
を
終
え
た

若
い
人
達
が
一
気
に
結
婚
生
活
に
ふ
み
切
る
決
心
を
し
た
結
果
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
結
婚
式
を
挙
げ
て
三
三
九
度
の
杯
も
す
ま
し
晴
れ
て

楽
し
い
新
家
庭
を
作
り
、
親
族
も
近
隣
の
者
も
共
に
夫
婦
と
認
め
て
も
そ
れ
だ
け
で

は
正
式
の
婚
姻
が
成
立
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
法
律
上
の
正
式
の
結
婚
は
婚

姻
届
を
出
し
て
こ
れ
が
市
町
村
長
に
よ
っ
て
受
理
さ
れ
て
始
め
て
成
立
い
た
し
ま
す
。

　

新
民
法
が
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
か
ら
は
自
由
に
結
婚
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

尚
婚
姻
届
の
届
出
に
つ
い
て
時
々

届
け
出
の
期
間
が
あ
る
か
と
お
尋
ね

に
な
る
方
が
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
前

に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
婚
姻
は
戸
籍

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
を

届
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
効
力
を

生
ず
る
』
の
で
あ
り
ま
す
。

　

届
用
紙
も
戸
籍
課
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
し
、
面
倒
な
記
載
で
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
結
婚
し
た
ら
直
ぐ
届

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

『
高
砂
や
何
ん
の
そ
れ
よ
り
こ
の
届
』

諸種の会合や結婚式が行われる中央公民館
（写真は舗装工事中写す・現在の東町ホテ
ルニュー種子島あたり）



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

様
々
な
体
験
学
習
を
と
お
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文
化
な
ど
を
学
び
、
ま
た
異
年

齢
で
交
流
す
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係
や
規
範
意
識
、
社
会
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
年
間
10
回
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
間
隊
員
制
を
変
え
て
、
毎
回
の
活
動
ご
と
に
募
集
を
行
い

実
施
し
ま
す
。自
然
の
中
で
の
活
動
や
文
化
体
験
、宿
泊
体
験
に
親
子
料
理
教
室
な
ど
、様
々

な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
全
域
の
小
学
生
（
３
年
生
〜
６
年
生
）
が
対

象
と
な
る
事
業
な
の
で
、
他
校
児
童
と
友
好
の
輪
を
広
げ
る
良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

各
活
動
の
約
１
か
月
前
に
、
各
小
学
校
を
と
お
し
て
募
集
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
種
子
島
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ
う
！　
〜
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
〜

市
立
図
書
館
に
行
っ
て
み
よ
う
！

　

４
月
１
日
か
ら
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
蔵
書
の
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
の
検

索
以
外
に
も
便
利
な
機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ご
利
用
状
況
参
照
機
能
】

　

今
借
り
て
い
る
本
や
予
約
本
、
返
却
予
定
日
が
確
認
で
き
ま
す
。

【
マ
イ
本
棚
機
能
】

　

図
書
館
を
『
自
分
の
本
棚
』
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
読
み
た

い
本
」、「
読
み
終
わ
っ
た
本
」
の
整
理
を
利
用
者
自
身
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
、
予
約
し
た
本
も
自
動
で
追
加
す
る
こ
と
も

で
き
る
た
め
、
読
書
ノ
ー
ト
と
し
て
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
機
能
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ロ
グ
イ
ン
が
必
要
で

す
。
ロ
グ
イ
ン
時
の
パ
ス
ワ
ー
ド
は
図
書
館
で
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

【
ほ
ん
ナ
ビ
き
っ
ず
（
子
ど
も
向
け
サ
ー
ビ
ス
）】

　

キ
ー
ワ
ー
ド
や
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
入
力
す
る
と
お
す
す
め
の
本
を
ご
紹

介
し
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
す
る
サ
イ
ト
で
す
。

～昨年度活動の様子～

絵本作家・長新太さんのイラスト

●開館時間
　9時～ 19 時（4月～ 10 月）
　9時～ 18 時（3月～ 9月）
●休館日
　毎週月曜日（月曜日が祝日
の場合は開館し、翌日が振替
休日）
※西之表市立図書館ホームぺ－ジ
http://nishinoomote-lib.jp

日時 内容
第 1回 6/2（土）午後磯の生き物を見つけよう！
第２回 7/7（土）午前 立山校区へ行こう！（川遊び）
第３回 9/1（土）午前 カヌー・イカダ体験
第４回 9/29（土）一日 遠行（天女ヶ倉公園）
第５回 10/28（日）一日種子島遺跡見学ツアー
第６回 11/23（金）午前 生け花体験
第７回 12/22（土）午後

～ 23（日）午前
ともだち大作戦！
宿泊体験

第８回 1/26（土）午前 郷土料理を作ろう！（親子料理教室）
第９回 2/23（土）午前 シェルアート体験
第10回 3/9（土）午前 ニュースポーツ

▲昔の遊び体験 ▲郷土料理体験

▲宿泊体験



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

65
歳
で
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
し
た
い
の
で
す
が
…

　

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
の

全
期
間
保
険
料
を
納
め
た
方
は
、
65
歳
か
ら

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
納
付
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い

場
合
、
次
の
方
法
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１
．
任
意
加
入

　

60
歳
か
ら
65
歳
の
誕
生
日
前
日
の
属
す
る

月
の
前
月
ま
で
、
申
出
に
よ
り
任
意
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
方
法
で
す
。

　

こ
の
期
間
、
厚
生
年
金
等
へ
加
入
し
て
い

る
場
合
や
、
国
民
年
金
の
繰
上
げ
受
給
を
し

て
い
る
場
合
は
、
申
出
が
で
き
ま
せ
ん
。
保

険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
、
口
座
振
替
ま

た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
と
な
り
ま
す
。

【
申
出
に
必
要
な
も
の
】

◎
口
座
振
替
（
通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印
）

◎
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
）

２
．
保
険
料
の
追
納
制
度

　

保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
な
ど
の
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付
す
る
こ
と
。

　

こ
の
期
間
が
10
年
以
内
で
あ
る
場
合
、
申

請
で
き
ま
す
。

３
．
保
険
料
の
後
納
制
度

　

過
去
５
年
以
内
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
を

●
強
力
な
磁
石
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
誤
飲
し

　
　
　

消
化
管
に
穴
が
！
（「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
情
報
」
よ
り
抜
粋
）

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
全
国
で
起
き
て
い
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

や
、
子
ど
も
の
ま
わ
り
に
あ
る
様
々
な
危
険
に
つ
い
て
、
毎
月
情
報
誌
に
よ

り
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

◆
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

●
複
数
の
磁
石
を
組
み
合
わ
せ
て
色
々
な
形
に
し
て
遊
べ
る
マ
グ
ネ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
よ
る
幼
児
の
誤
飲
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
マ
グ
ネ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
よ
う
な
磁
力
の
強
い
磁
石
を
複
数
誤
飲
す
る
と
、
胃
壁
や
腸

壁
を
挟
ん
で
磁
石
ど
う
し
が
く
っ
つ
い
て
と
ど
ま
り
、
消
化
管
に
穴
を

開
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
３
歳
頃
ま
で
の
子
ど
も
は
何
で
も
口
に
含
む
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
強

力
な
磁
力
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
誤
飲
は
大
変
危
険
で
あ
る
た
め
、

子
ど
も
に
は
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
誤
飲
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 314

　消費者ホットライン ℡ 188（局番なし）

【
事
例
】

　

１
歳
の
娘
が
何
度
も
吐
い
た
の
で
受
診
し
た
。
胃
腸
炎
を
疑
わ
れ
薬

を
飲
ん
だ
が
、
嘔
吐
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
別
の
病
院
で
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
を
す
る
と
、
腸
内
に
異
物
が
見
つ
か
り
開
腹
手
術
を
し
た
。

　

小
腸
内
の
３
カ
所
が
直
径
３
ミ
リ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
よ
り
圧

迫
壊
死
を
起
こ
し
て
穿
通
し
て
お
り
、
37
個
摘
出
さ
れ
た
。

納
付
す
る
こ
と
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
27
年
10
月
〜
平

成
30
年
９
月
末
で
す
。
間
も
な
く
制
度

終
了
と
な
り
ま
す
。

※
１
〜
３
共
通
事
項　

◎
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

◎
年
金
受
け
取
り
に
必
要
な
期
間
（
受

給
資
格
期
間
）
は
、
10
年
以
上
で
す
。

10
年
に
満
た
な
い
場
合
、
１
、３
の
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給
が
可
能
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
期
間
と
は
…

　

次
の
①
〜
⑤
の
合
計
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

②
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶

予
を
受
け
た
期
間

③
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た
期
間

④
厚
生
年
金
等
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
配
偶
者
の
期
間

⑤
日
本
国
籍
の
方
で
海
外
に
居
住
し
て

い
た
期
間
な
ど
の
合
算
対
象
期
間
（
カ

ラ
期
間
）

　

た
だ
し
、
⑤
の
場
合
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。



種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
〝
昔
〞
の
写
真
展

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
出
前
講
座
）

を
受
講
し
ま
せ
ん
か

　

本
市
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地
域
で
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
し
、
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
働
く
方
々
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
児
童
生
徒
な
ど
幅
広
い
年
代
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
で

は
１
９
１
３
名
の
方
が
受
講
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
50
周
年
イ
ベ
ン
ト
の

一
環
と
し
て
、「
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
〝
昔
〞
の
写
真
展
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

展
示
し
て
い
る
写
真
は
、
一
般
の

方
々
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
も
の
で

す
。
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
50
年

の
歩
み
を
感
じ
る
懐
か
し
い
光
景
や

景
色
が
収
め
ら
れ
た
写
真
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

は
50
年
の
歴
史
年
表
と
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
で
初
め
て
打
上
げ
が
行
わ

れ
て
い
た
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
Ｓ
Ｂ
‐
Ⅱ

Ａ
の
模
型
も
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
感

じ
る
写
真
展
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

50
周
年
記
念
ロ
ゴ
の

　
　

制
定
と
利
用
に
つ
い
て

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
50

周
年
記
念
事
業
を
広
く
知
っ
て
頂
く

こ
と
を
目
的
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
４
色
）

を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ロ
ゴ
は
、
種
子
島
で
事
業
を

営
む
方
に
対
し
て
、
商
品
へ
の
貼
付

け
等
に
無
償
で
利
用
い
た
だ
け
る
枠

組
み
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
は
、

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
管
理
課
広
報

係
（tane-koho@

jaxa.jp

）
ま
た
は

（
２
６
‐
２
１
１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
39
号
機
打
上
げ
決
定
！

【
打
上
げ
予
定
日
】
６
月
11
日
（
月
）

【
打
上
げ
予
定
時
刻
】
13
時
〜
15
時

（
日
本
標
準
時
）

【
打
上
げ
予
備
期
間
】

　

６
月
12
日
（
火
）
〜
７
月
11
日
（
水
）

（
日
本
標
準
時
）

※
打
上
げ
当
日
は
、
宇
宙
科
学
技
術

館
お
よ
び
施
設
案
内
ツ
ア
ー
は
臨
時

休
館
・
運
休
し
ま
す
。

〈
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
ら　

何
が
で
き
る
？
〉

　

特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

例
え
ば
・
・
・

●
地
域
や
職
場
で
認
知
症
に
な
っ
た
人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
よ
う
努

め
る

●
友
人
や
友
達
に
認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
伝
え
る

●
外
出
先
で
困
っ
て
い
る
人
に
「
ど
う
し
ま
し
た
か
」
と
声
を
か
け
る

●
近
隣
所
の
住
民
と
し
て
、
自
分
に
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
す
る　
　

な
ど

　

地
域
単
位
や
職
場
単
位
、
ま
た
子
ど
も
会
の
集
会

等
で
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
が
あ
る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
役
所
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

　
　
　
　
　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
３
０

　
　
　
　
　
　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

最初のロケット打ち上げ

※イメージ（実際は
カラー 4パターン）



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3709 4138 7847 3962
上西 236 250 486 267
下西 1052 1183 2235 1173
国上 527 578 1105 592
伊関 190 204 394 211
安納 200 220 420 228
現和 605 635 1240 677
安城 144 160 304 170
立山 48 44 92 51
中割 44 44 88 57
古田 180 219 399 200
住吉 417 478 895 505

［火　災］
出火件数　 0 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　83件
うち急病　55件

発生件数　 8 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 8 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

大
田　

彗け
い
と翔

男
亮
也

真
奈
美
榕
城
中
目

荒
木　

歩ほ

の

み
の
実

女
浩
幸

千
里

野
首

福
永　

康こ
う

男
健
司

真
紀

美
浜
町

日
髙　

瑠る

か香

女
潤
也

雅

若
宮

武
田　

紬つ
む
ぎ希

女
大
典

さ
や
か
池
野

中
村　

奏そ
う
た太

男
和
喜

あ
す
か
野
首

塩
﨑　

一か
ず
は葉

女
慎
太
郎
緑

城

中
村　

佳よ
し
と斗

男
健
吾

奏
子

福
岡
県

靍
見　

瑶よ
う

女
裕
一

あ
お
い
洲
之
崎

［人口］
全体 15,505 人（＋ 181）
男性 7,352 人（＋ 96）
女性 8,153 人（＋ 85）
［世帯数］

世帯（＋ 114）
（　）内の数字は前月比

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

上
妻　

久
江

村
之
町

上
妻　

勇

清
水　

克
己

大
花
里

清
水　

ト
シ

長
田　

誠

近
政

長
田　

伊
助

宮
園　

健
太

池
野

宮
園　

健

畑
山　

照
子

上
之
原
町
鮫
島　

ト
シ

萩
原　

光
則

湊

萩
原　

ツ
ル

菊
永　

和
弘

松
畠

菊
永　

タ
ツ
エ

鮫
島　

武
人

安
城
下
之
町

鮫
島　

ス
ミ
エ

種
子
田
フ
サ
エ
川
氏

種
子
田　

一
春

中
川　

恭
子

柳
原

中
川　

茂
寛

山
﨑　

松
江

野
木
平

山
﨑　

利
夫

横
山　

春
一
郎
寺
之
門

横
山　

フ
ミ

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

寺
野　

力
子

89

下
石
寺

長
田　

次
彦

82

朝
日
が
丘

山
下　

イ
ツ
エ

89

下
能
野

鈴
木
　

集

80

朝
日
が
丘

塩
﨑　

マ
キ
エ

90

大
崎

坂
元　

章
洋

45

中
西

田
畑　

ツ
ヤ

93

松
畠

安
藤　
　

太
郎

74

花
里
崎

南　

チ
エ
子

79

十
六
番

植
木　

ア
イ
子

83

十
三
番

深
田　

カ
ズ
ミ

82

住
吉
中
之
町

中
里　

経
綸

72

松
畠

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

前
之
園　

公
貴　
　

安
城
下
之
町

　
　

＆

西
本　

早
希　
　
　

鹿
児
島
市

大
﨑　
　

男

90

大
崎

日
髙　

ス
ミ

93

住
吉
中
之
町

梶
原　

五
雄

92

本
立

阿
世
知　

和
敬

85

野
首

村
添　

政
義

66

浅
川

吉
留　

ユ
キ
ヱ

97

中
西

中
原　

ミ
ヤ

89

池
田

日
髙　

喜
久
子

81

榕
城
中
目

中
嶋　

良
太　
　
　

岳
之
田　

　
　

＆

東
野　

葵　
　
　
　

岳
之
田

小
倉　

良
太　
　
　

野
木
平　

　
　

＆

吉
山　

真
美　
　
　

下
能
野

宮
里　

彰
悟　
　
　

川
迎　
　

　

＆
鷲
尾　

静
香　
　
　

中
種
子
町

瀬
下　

雄
士　
　
　

上
能
野　

　

＆
川
地　

歩　
　
　
　

野
首



　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月

掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

紅
あ
わ
く
水
面
染
め
ゆ
く
花
筏
う
た
た
ね
し
お
り
ア
メ
ン
ボ
二
匹

赤
尾
木
の
青
葉
揺
れ
だ
す
春
の
街
通
り
に
花
と
人
も
に
ぎ
わ
う

子
供
等
や
や
さ
し
き
友
に
守
ら
れ
て
命
の
か
ぎ
り
感
謝
す
る
日
々

黄よ

み

じ
泉
路
を
ば
斯
く
の
如
き
と
希
ひ
つ
つ
さ
く
ら
吹
雪
の
並
木
路み

ち

ゆ
く

若
者
の
旅
立
つ
春
こ
そ
寂
し
け
れ
夢
叶
え
て
と
エ
ー
ル
送
り
ぬ

西せ

ご郷
ど
ん
は
上
野
の
森
で
何
思
う
日
曜
夜
の
大
河
ド
ラ
マ
を

春
の
訪
れ
水
前
寺
草
に
飛
び
交
う
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
蜜
を
つ
い
ば
む
憩
い
の
ひ
と
と
き

竹
の
子
の
頭
出
て
い
ぬ
か
新
城
の
谷
を
眺
め
る
春
の
夕
暮
れ

庭
先
に
黄
の
花
つ
け
し
母
子
草
「
優
し
い
心
」
と
花
の
言
の
葉

毎
週
火
曜
日
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
よ
り
元
気
な
姿
の
同
窓
生

ゆ
ら
ゆ
ら
と
陽か

げ
ろ
う炎
遊
ぶ
昼
下
が
り
庭
に
揚あ

げ

は
羽
蝶
の
来
客
受
け
て

小
さ
き
頃
早
苗
配
り
の
手
伝
い
は
三
時
の
お
茶
の
ぼ
た
餅
目
当
て

待
ち
わ
び
た
春
の
お
と
ず
れ
ぽ
か
ぽ
か
と
可
憐
に
咲
い
た
野
の
花
や
さ
し

明
け
や
ら
ぬ
西
に
淡た

ん

月
残
り
お
り
一
番
鶏
の
鳴
く
声
聞
こ
ゆ

晴
れ
わ
た
る
古
田
の
山
の
い
と
美は

し
き
春
の
樹
冠
は
み
な
山
ざ
く
ら

出
会
う
春
突
然
舞
い
し
恋
の
風

池
田
・
池
浪
三
重
子

わ
ら
び
苑
・
岩
崎　

真
一

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

中
西
・
大
木
田
松
子

鹿
児
島
市
・
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県立中種子養護学校　
学校見学会・体験学習会
を開催します
　子どもさんが本校での教育
活動に参加したり、保護者が
教育相談などを利用したりし
て、本校の教育や特別支援教
育に対する理解を深めていた
だくことを目的に、学校見学
会・体験学習会を開催します。
　本校への入学や転学を検討
されている方、子どもさんの
発達や学習・行動などで心配
や悩みのある方は、どなたで
もご参加いただけます。

【開催日時】7 月 4 日（水） 
９時～11時20分…施設参観、
体験学習、授業参観（子ども
さんの上履き、水分補給用の
飲み物をご持参ください）
11 時 20 分～ 14 時 15 分…教
育相談・給食参観（希望者のみ）。

【場所】県立中種子養護学校

【申込方法】6 月 18 日（月）
までに直接お電話いただく
か、申込用紙（保健センター・
保育所・幼稚園・小・中学校
備付）に記入のうえ、ＦＡＸ
でお申込ください。

■申込・問い合わせ先
　県立中種子養護学校　教頭
　℡２７-２８１８
　Fax ２７- ０１６７

平成 30年度宝くじ桜寄贈事業について

募　　集

　公益財団法人日本さくらの会が、桜の植栽・育成・
保存を図り、豊かな自然環境、生活環境を保全する
ことを目的に実施する「宝くじ桜寄贈事業」につい
てお知らせします。
【寄贈対象】　公益活動を行う団体等（自治会等）
【寄贈物件】①桜若木（樹高 1.8 ｍ内外または 2.5 ｍ
内外）、②事業表示石碑及び品種標示板
【寄贈時期】平成 31 年 1月頃
※植栽については各団体等で実施していただきます。
【申込方法】寄贈を希望される団体等は、申請用紙（農
林水産課備付）を提出してください。
【申込期限】６月 22 日（金）

■提出・問い合わせ先
　市役所農林水産課林務係　℡ 22‐1111 内線 244

区　分 島内産 島外産
入荷量 13 トン 27 トン
40 トン （33％） （67％）
取引額 442 万円 417 万円
859 万円 （51％） （49％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）
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根 菜 類 1,241 186 4,800 435
葉茎菜類 2,405 371 7,066 690
果 菜 類 1,867 625 5,420 1,203
そ の 他 6,845 1,651 4,599 674
小 計 12,358 2,833 21,885 3,002
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果 瓜 類 0 0 89 34
そ の 他 617 615 2,677 753
小 計 649 616 3,722 912

鳥卵・加工品等 393 169 1,058 258
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